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１．はじめに 

近年、コンクリート構造物と鋼構造物を剛結して

複合構造とすることで、合理化、省力化を図った構

造物が多く採用されている１）２）。 
橋梁分野においては、圧縮部材をコンクリート、

引張部材を鋼で構成した構造や、構造物の自重軽減

の目的で支間中央部分や主桁ウェブを鋼製部材とし

た構造物などがある。これら複合構造物の接合部の

設計に対しては、孔あき鋼板ジベル（ＰＢＬジベル）

を採用することで、接合部の設計を合理的に行える

ことが、近年の調査・研究３）４）５）によって報告され

ている。 
本報告では、耐震性の向上、支承部補修、主桁補

強の観点から、既設橋梁の支承部構造を見直し、上

部構造と下部構造とを孔あき鋼板ジベルにて剛結と

することで、支承損傷に対する補修ならびに、Ｂ活

荷重補強検討を実施し、耐荷力向上を図った事例に

ついて述べるものである。 
２．検討の概要 

検討対象構造物を Fig.1 に示す。鉄道を跨ぐ重交
通路線の２径間連続非合成鈑桁（４主桁）橋である。兵

庫県南部地震以後、両端橋台（Ａ３ならびにＡ４）に対

してＲＣ巻き立てによる耐震補強が実施されている。 
社会経済の発展による物流の増加ならびに社会情

勢の変化から、通行車両の増加・大型化が進行した。

旧基準（ＴＬ-２０）にて設計されている本橋梁は、ＲＣ
床版に対しては鋼板接着補強が実施されているもの

のＢ活荷重に対する主桁の補強検討を実施する必要

があった。また、現在設置されている鋼製線支承は、

重交通により損傷しており、大型車通行のたびに衝

撃音が発生していることから、補修の必要性が認識

されていた。 
一般に維持管理の場面では、支承損傷に対する補

修検討と、耐荷力向上に対する補強検討とは、それ

ぞれ個別に検討され、補修・補強されていた。 
本検討では、現況の支承構造を抜本的に見直し、

上部構造と下部構造を孔あき鋼板ジベルを用いて剛

結構造とすることで、これらの補修・補強を同時に

実施する手段について検証した。 
３．設計概要 

３．１支承剛結部の設計 

支承剛結部の設計にあたって、これまで、鋼部材-
コンクリート部材との接合部に配置するずれ止めは、

スタッドジベルによる検討が主流であった。スタッ

ドによる検討を行った結果、せん断力に対する検討

において、ウェブ面に１列当たり６０本のスタッドが

必要となり配置が困難なものとなった。現場の狭小

な空間において既設主桁ウェブ面側面方向に溶植す

る必要があり、施工が困難であるため他の接合方法

を検討する必要があった。 
そこで、孔あき鋼板ジベルによる検討を行った。

この比較検討結果を Table 1 に示す。孔あき鋼板ジ
ベルを採用することにより、スタッドによるずれ止

Fig.1 検討対象構造物 
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めに比べ、大幅に規模を縮小することが可能となり、

上部工桁端部の巻き立てコンクリートの配筋と共に

構成可能なずれ止め形状となった。 
 また、Ｂ活荷重に対する主桁補強の検討結果を

Table 2に示す。支承部の剛結によりモーメント分布
が改善され、許容値超過の割合が最大で１５％改善

されており、補強対策は必要ないと判断した６）７）。 
３．２下部構造の照査 

下部構造については、全体系の動的解析により照

査を行った。Fig.2に示すとおり、塑性ヒンジを形成
する左右橋脚の上下ヒンジ部ならびに上はり左右ヒ

ンジ部に対して照査を行った。 
解析結果を Table 3 に示す。支承部を剛結するこ
とにより、各部材の発生モーメントが低減されてお

り、剛結前に比べ最大で約５０％低減されている。下

部構造についても、降伏に達している部材はない。

また、各ヒンジの回転角の照査についても、降伏回

転角に達するヒンジはなく、支承部を剛結すること

により、上部構造ばかりでなく下部構造の耐荷力を

向上することを検証できた。 
４．おわりに 

本報告では、支承の破損に対する維持管理に対し

て、抜本的な対策（上下部工剛結）を図ることで、

支承損傷に対する補修対策ばかりでなく、Ｂ活荷重

に対する上部構造の改善も図ることができた。 
今後増大するであろう、既存ストックに対する維

持管理問題では、アセットマネジメントを取り入れ

た合理的かつ複合的な補修・補強対策の検討が不可

欠であると考える。 
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Table 2-1 主桁補強の検討（Ｇ１桁）

Table 2-2 主桁補強の検討（Ｇ２桁）

Table 3 下部構造の検討（動的解析結果）

Fig.2 下部構造の照査位置（図はＡ３橋台）

Table 1 ずれ止めの比較検討 
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側面施工が困難
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配置が容易
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